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みなさん、「韓国」と聞くと何を思い浮かべますか？ほとんどの日本人は「K-pop」、「IT」、「キムチ」などと答えます。そして、次に浮かぶのが分断国家ということです。
韓国という国は、表面的に見れば平和な国にみえるかもしれませんが、実際には皆さんが知っているように、世界唯一の分断国家であり、その分断の痛みが、今、この瞬間も続いている国です。
韓国と北朝鮮は同じ民族であるにもかかわらず、3年間の戦争の後、南と北に分断され、その結果、家族がバラバラになってしまった多くの離散家族が生まれました。2000年代に入っても何度か戦闘が起きています。
実際に私も、分断の痛みを直接経験している一人です。
僕のおじさんは韓国に来た、北朝鮮の人です。僕のおじさんと、おじさんのお父さんは一緒に脱北に成功して韓国に来ましたが、残りの家族は韓国に来られないまま会えなくなりました。現在、韓国と北朝鮮で、離散家族を探してくれる活動が時々行われていますが、おじさんの家族は生死さえ確認できていない状況です。僕のおじさんは、「北朝鮮にいる家族が、生きているのか死んでしまったのかわからないけれど、もし生きていれば、必ずもう一度会いたい！もし会うことができなければ、声だけでも聞いてみたい！それが自分の唯一の願いだ！」と、いつも言っていました。しかし、その願いは叶わないまま亡くなってしまいました。今でも、何百万人という離散家族が、まだ北朝鮮に残っています。たった数百キロという距離しか離れていないのに、彼らの声さえ聞くことができないのが、分断の現実です。
このように僕は、近くにいる家族の分断の痛みを、幼い頃からたくさん感じながら育ちました。そして、大学に入ると、去年まで軍隊に3年間勤務しました。僕は北朝鮮に最も近い空軍部隊にいたため、そこで働きながら戦争という恐ろしい現実に直面しました。実際に、軍隊での生活は北朝鮮軍の武力挑発により、毎日が緊張の連続でした。このような軍隊の生活は僕だけではありません。韓国のすべての20代の男性が、義務として軍人にならなければなりません。
この徴兵制度によって、韓国の若者たちは、いつ戦争が起こるかわからない不安な中で、限られた自由の中で、被害者意識だけがだんだん大きくなって、鬱になったり、自殺をする若者が増えたりと、深刻な問題が多く起こっています。
こういう問題は韓国だけでなく、北朝鮮でも同様に起きています。
離散家族や徴兵制度は僕たちにとって、とても大きな問題です。
僕たちは、このような苦痛から早く開放されたいと思っています。それは、いつ、どうやってかなうかはわかりません。でも、僕は早く韓国と北朝鮮が平和的に統一されることを願っています。離散家族が早く再会できるように、そして、韓国から徴兵制度が早く無くなるように願っています。
